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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展さ 専門分野における研究論文の内容を理解することができる。
せるための幅広い見識と健全な倫理観

⇔

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 専門分野における最新の国際紙の内容を理解することができる。
とグローバルな情報発信能力

⇔

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 専門分野における研究の妥当性を論理的に説明できる。
明できる批判的思考力

⇔

(2)授業の概要 修士課程における自らの研究課題を遂行するにあたり、生物化学分野の研究者、技術者に求められる基
礎能力を習得する。合計120時間の実験を実施する。

(3)授業計画 １年次
第１回（集中４時間  1コマ２時間×１日２コマ）：講義内容の概要について説明
第２回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：担当教員による課題提供　
第３回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：DNA、RNAの取り扱い
第４回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：核酸の単離に関する実験
第５回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：塩基配列の決定と解析（１）
第６回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：塩基配列の決定と解析（２）
第７回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：塩基配列の決定と解析（３）
第８回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：タンパク質発現系の構築（１）
第９回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：タンパク質発現系の構築（２）
第10回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：タンパク質発現系の構築（３）
第11回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子発現の調節（１）
第12回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子発現の調節（２）
第13回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の機能解析（１）
第14回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の機能解析（２）
第15回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の応用
２年次
第１回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：講義内容の概要について説明
第２回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：担当教員による課題提供　
第３回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の生産（１）
第４回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の生産（２） 
第５回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の生産（３）
第６回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の生産（４）
第７回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質の生産（５）
第８回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質への変異導入法（１）
第９回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質への変異導入法（２）
第10回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質への変異導入法（３）
第11回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：組換えタンパク質への変異導入法（４）
第12回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子組換え生物の培養法（１）
第13回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子組換え生物の培養法（２）
第14回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子組換え生物の培養法（３）
第15回（集中４時間　1コマ２時間×１日２コマ）：遺伝子組換え生物の保存法

(4)成績評価の方
法

項目ごとにレポートを提出してもらい、その内容について評価する。
９０点以上を秀、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、６０点以上７０点未満を可とする。

(5)成績評価の基
準

英文学術論文の理解度・プレゼンテーション（80点）と質疑応答（20点）により評価する。90－100点を
秀，80－89点を優，70－79点を良，60－69点を可，59点以下を不可とする。

(6)事前事後学習
の内容

関連する研究分野の理解も含めて十分に準備をしておく。異分野の研究者にも理解できるようなプレゼ
ンテーションとすること。

(7)履修上の注意

(8)質問,相談への
対応

メールにて随時受け付けます。直接話をしたい学生は、あらかじめメールや電話にて都合の良い日時を
決定し、W7棟109室まで来てください。

メール：knoza@shinshu-u.ac.jp
電話：026-269-5396

(9)その他

【教科書】 「基礎から学ぶ遺伝子工学」第２版（羊土社）をテキストとして使用するので，受講者は必ず購入する
こと。

【参考書】 １．ストライヤー 生化学 第４版（L.Stryer著、入村達郎 他訳、㈱トッパン）
２．遺伝子クローニング入門 (T.A. Brown著、太田次郎監訳、オーム社)
３．ワトソン・組換えDNAの分子生物学（松橋通生他監訳、丸善）


